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2016年秋の(3200) Phaethon偏光観測結果

Polarimetric observation result of (3200) Phaethon in 2016 autumn
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　(3200) Phaethonは活動的小惑星であり、その青いスペクトルやふたご座流星群母天体としても知られてい

る。私達は2016年秋から冬にかけてなよろ市立天文台のPirka望遠鏡を使い、この天体の直線偏光を実施し

た。今回の観測では広い太陽位相角にわたりこの天体の偏光度を測定でき、この天体がとても高い偏光度を示

すことを知った。本講演ではこの観測結果およびそれが示唆するこの天体の表面状態の推定について報告す

る。
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